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Strains of Human Viruses 
M. Majer and S. A. Plotkin (Ed.) 
S. Karger，Basel.271 pp. 1972. 
ウイノレス病に関心を持つ者は，予防ワクチンに使用されているウイルスの株に
ついて精確な知識を得たいと願うであろう。そのような要望にも答えた本書は，
各種ウイルスの株についての，いわば辞書:ともいい得るものである。標題が示す
通り，本書で取り扱われているウイノレスはヒト由来のウイノレスに限られている。
それは， adenoviruses，coronavirus，Coxsackieviruses，cytomegaloviruses， 
Echoviruses， herpes simplex virus，influenza viruses，measles virus， 
mumps virus，parainfluenza viruses，polioviruses，rabies virus，reoviruses， 
RS virus，rhinovirus，rubella virus，tick-borne virus，vaccinia virus， 
varicella virus，variola virus，yellow fever virus，の 21種であり，各ウイノレ
スは世界各国のそれぞれの専門家によって分担執筆されている。そして各ウイル
スのどのような株が取り上げられているかと言えば， 上記 21種のワイ jレスの 
prototype の株， 広く実験に使用されている株， 血清学的診断の抗原として使
用されている株，あるいは弱毒株としてワクチンに使用されているものなどであ
る。各ウイルスの章では，まずウイルスの物理，化学的性状，ついで培養法，抗
原性，病原性などが記載されている。この部分は， Andrewesと Pereiraの著， 
“Viruses of Vertebrates円を簡略にしたような記述で，各ウイルスの特徴を理
解するのに便利であろう。つぎに上述の規準に従って同一ウイルスの有名な株の
由来，特徴などが列記されている。以下いくつかの例を挙げて見ょう。 
Adenovirusの 12型は， ヒ卜由来のウイルスとして 1962年初めてハムスター
に癌原性のあることが証明された歴史的なウイルスであるが，その時に使用され
たのは Huie株である。このウイノレス株がどのような経歴のウイ Jレスであるかを
本書で調べて見ると，それはボストンで非麻庫型のポリオと診断された子供の糞
便から分離されたものであることを知る。そして，文献として Kibrick らの論
文が引用されているから，さらに詳細を知ることも可能である。 
Theilerが開発し， 1951年度 Nobel賞受賞の対象となった黄熱の弱毒生ウイ 
Jレスワクチンは 17D株を用いたものである。本書の yeIlowfever の章を開け
ば， 17 D株が pantropicの黄熱ウイノレス Asibi株に由来していることを知る。
野口英世博士の共同研究者 Stokesらによって，ガーナの Asibi という患者の
血液をサルに接種して分離されたのが Asibi株であり， この株をマウス胎児，
およびニワトリ匹組織で invitroの継代を重ね， viscerotropism を減弱させ
たのが 17D株である。この株が黄熱の予防に大きな役割を演じたことはいうま
でもない。この外，種痘の副作用の問題と関連して最近一般にも注目されている 
vaccinia ウイノレスの株， たとえば Lister株， CV-l株などについても本書を
開けばその由来と性状を知ることができる。しかしながら，ソ連，チェコなどで
は重要なダニ脳炎ウイルスの株については本書で取り上げられているが， 日本脳
炎ウイ Jレスについての記載は見られない。
(桑田次男)
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